
愛知電機
　
愛
知
電
機
は
２
０
１
４
年
を
目
標

年
度
と
す
る
第
二
次
判
断
基
準

以

下
、
新
基
準

を
満
足
す
る
油
入
変

圧
器
、
モ
ー
ル
ド
変
圧
器
を
提
供
す

る
。

　
旧
製
品
に
対
し
新
基
準
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
効
率
は
全
機
種
平
均
で
約

％
改
善
し
た
。
加
え
て
、
最
適
設

計
に
よ
り
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
あ
る
高

品
質
な
製
品
に
仕
上
げ
た
。
汎
用
品

か
ら
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
品
ま
で
柔
軟
に

対
応
し
、
常
に
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
。

　
同
社
は
創
業

年
を
迎
え
た
。
こ

れ
ま
で
培
っ
た
技
術
へ
の
こ
だ
わ

り
、
モ
ノ
づ
く
り
の
情
熱
で

最
高

の
品
質
を
お
客
さ
ま
に

と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

製
品
を
顧
客
に
提
供
し
、
二
酸
化
炭

素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
削
減
し
て

環
境
保
全
に
貢
献
す
る
。

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
期
待
の
声

　
省
エ
ネ
法
の
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
」
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
を
高
め
、
省
エ

ネ
を
推
進
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
。
対
象
は
国
内
で
大
量
に
使
用
さ
れ
、
相
当
量
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て

い
る
機
械
器
具
。
最
も
省
エ
ネ
性
が
高
い
既
存
製
品
の
性
能
を
基
準
値
と
し
、
そ
れ
以
上
の
製
品
の
普
及
を
目
指

す
。
油
入
変
圧
器
は
２
０
０
６
年
度
、
モ
ー
ル
ド
変
圧
器
は

年
度
に
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
目
標
年
度
を
迎
え
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率

全
損
失

は
旧
製
品
に
比
べ

・
８
％
改
善
し
た
。
さ
ら
に
高
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
の
実
現
に
向
け
、

年
度
を
目
標
年
度
と
し
た
「
第
二
次
判
断
基
準
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

省
エ
ネ
機
へ
切
り
替
え
を

有
力
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
五
十
音
順
〉

第二次判断基準来年度スタートトップランナー変圧器２０１４

東芝

　
東
芝
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変

圧
器
２
０
１
４
は
、
こ
れ
ま

で
に
培
っ
た
総
合
技
術
力
と

長
年
の
製
造
実
績
を
生
か

し
、
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
・
省

資
源
で
地
球
環
境
保
護
に
貢

献
す
る
変
圧
器
と
し
て
開
発

さ
れ
た
。
ま
た
、
同
時
に
高

信
頼
性
と
優
れ
た
省
ス
ペ
ー

ス
性
も
併
せ
持
ち
、
さ
ら
に

防
災
性
や
静
音
も
実
現
し
て

い
る
。

　
据
え
付
け
・
保
守
の
利
便

性
や
豊
富
な
付
属
品
な
ど
従

来
の
特
徴
は
そ
の
ま
ま
に
生

か
し
た
、
人
と
地
球
に
優
し

い
高
性
能
変
圧
器
だ
。

高岳製作所
　
高
岳
製
作
所
は
顧
客
の
新
た
な
価

値
を
創
造
し
、
豊
か
な
社
会
づ
く
り

に
貢
献
す
る
。
技
術
開
発
に
力
を
注

ぎ
、
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
経
済
性

・
安
全
性
を
備
え
た
環
境
に
優
し
い

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
２
０
１
４

シ
リ
ー
ズ
が
誕
生
し
た
。
低
損
失
で

省
ス
ペ
ー
ス
タ
イ
プ
の
油
入
変
圧

器
、
低
損
失
・
高
信
頼
性
で
好
評
の

モ
ー
ル
ド
変
圧
器
が
さ
ら
に
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
し
た
。
工

場
や
ビ
ル
設
備
を
は

じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
で
、
電
力

料
金
の
削
減
に
貢
献

す
る
。

　
さ
ら
に
、
削
減
さ

れ
た
電
力
量
は
二
酸

化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
に
つ

な
が
り
、
地
球
環
境

を
守
る
。

ダイヘン
　
ダ
イ
ヘ
ン
は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変

圧
器
の
第
一
世
代
と
し
て
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
効
率
で
旧
製
品

ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
以
前
品

比

％
を
超
え

る
損
失
低
減
を
達
成
し
た
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ

　
Ｅ
Ｃ
Ｏ
シ
リ
ー
ズ
」

お
よ
び
「
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｒ
Ａ

　
Ｅ
Ｃ
Ｏ
シ
リ
ー
ズ
」

を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
、

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

て
き
た
。

　
現
在
、
次
世
代
と
な

る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変

圧
器
２
０
１
４
の
製
品

化
を
進
め
、
旧
製
品
比

％
の
損
失
低
減
を
実

現
す
る
と
と
も
に
、
機

能
を
高
め
る
新
技
術
を
積
極
的
に
採

用
す
る
。

　
油
入
変
圧
器
で
は
、
電
力
会
社
向

け
柱
上
用
変
圧
器
で
長
年
実
績
の
あ

る
長
寿
命
の
耐
熱
絶
縁
紙
技
術
を
採

用
し
、
損
失
低
減

に
よ
る
寸
法
拡
大

を
抑
え
る
。
加
え

て
、
油
入
・
モ
ー

ル
ド
と
も
に
、
よ

り
タ
フ
で
保
守
・

取
り
扱
い
性
能
を

向
上
し
た
製
品
を

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

し
、
ユ
ー
ザ
ー
の

安
心
・
安
全
に
貢

献
す
る
。

三菱電機

　
三
菱
電
機
は
第
二
次
判
断
基
準
に

適
合
し
た
油
入
変
圧
器
お
よ
び
モ
ー

ル
ド
変
圧
器
の
新
シ
リ
ー
ズ
を
発
売

す
る
。
現
在
、
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て

い
る
「
ス
ー
パ
ー
高
効
率
Ｅ
Ｘ
―

シ
リ
ー
ズ
」
は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
基

準
を
大
幅
に
上
回
る
省
エ
ネ
性
能
を

実
現
。
新
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
Ｅ
Ｘ
―

シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
従
来

製
品
の
開
発
で
培
っ
た
技
術
が
生
か

さ
れ
、
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
鉄
心
の
採
用

や
巻
線
設
計
の
最
適
化
な
ど
に
よ

り
、
新
基
準
に
対
応
す
る
製
品
だ
。

　
ま
た
、
省
エ
ネ
性
能
の
ほ
か
に
安

全
性
、
保
守
性
の
向
上
も
図
り
、
新

シ
リ
ー
ズ
を
採
用
す
る
こ
と
の
メ
リ

ッ
ト
を
高
め
て
い
る
。

日
本
電
機
工
業
会
省
エ
ネ
法
特
定
機
器
変
圧
器
普
及
促
進
委
員
会
委
員
長
三
菱
電
機
配
電
制
御
製
造
部
長
金
谷
隆
史
氏

日
本
電
機
工
業
会
の
取
り
組
み

ユーザー視点で製品改善

　
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
の
第

一
次
判
断
基
準
の
目
標
年
度
か
ら

２
年
が
経
過
し
た
２
０
０
８
年
、

経
済
産
業
省
か
ら
日
本
電
機
工
業

会
に
第
二
次
判
断
基
準
の
提
案
が

求
め
ら
れ
た
。変
圧
器
メ
ー
カ
ー
、

ユ
ー
ザ
ー
、有
識
者
が
集
い
、
年

に
判
断
基
準
の
審
議
を
始
め
た
。

現
状
の
分
析
、
第
一
次
判
断
基
準

の
評
価
を
行
い
、
メ
ー
カ
ー
に
は

新
し
い
技
術
の
開
発
だ
け
で
な
く

安
定
供
給
や
量
産
化
な
ど
、
現
実

的
な
内
容
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
か
ら
の
判
断
基

準
見
直
し
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　
幅
広
い
立
場
か
ら
情
報
を
収
集

し
た
こ
と
で
、
第
二
次
判
断
基
準

の
決
定
だ
け
で
な
く
、
ユ
ー
ザ
ー

視
点
に
立
っ
た
製
品
改
善
に
も
効

果
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
例
と
し

て
、
ダ
イ
ヤ
ル
温
度
計
の
警
報
設

計
指
針
の
色
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で

各
社
異
な
っ
て
い
た
警
報
設
計
指

針
の
色
付
け
を
統
一
さ
せ
た
こ
と

で
、
各
社
の
変
圧
器
を
扱
う
配
電

盤
メ
ー
カ
ー
が
使
い
や
す
い
よ
う

改
善
で
き
た
。

　
当
初
の
目
標
年
度
は
第
二
次
判

断
基
準
が
告
知
さ
れ
て
か
ら
３
年

を
設
定
し
て
い
た
が
、
東
日
本
大

震
災
の
影
響
で
２
年
に
短
縮
さ
れ

た
。
メ
ー
カ
ー
側
に
と
っ
て
大
変

厳
し
い
状
況
で
は
あ
る
が
、
目
標

年
度
に
向
け
て
ひ
た
す
ら
尽
力
す

る
の
み
だ
。
震
災
の
経
験
か
ら
耐

震
強
度
の
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
と
し
て
、
変
圧
器
の
固
定
部

分
の
強
度
、
端
子
の
揺
れ
の
寸
法

の
基
準
値
を
決
め
た
。
実
際
に
変

圧
器
を
固
定
す
る
配
電
盤
メ
ー
カ

ー
と
協
力
し
、
よ
り
信
頼
性
を
高

め
て
い
く
。

　
今
後
は
被
災
地
の
復
興
需
要
が

見
込
ま
れ
る
が
、
ま
ず
は
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
に
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変

圧
器
の
有
効
性
や
費
用
対
効
果
に

つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
い
た
い
。

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
に
よ
り
技

術
が
向
上
し
、
日
本
の
変
圧
器
は

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
性
能
を
持

っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
優
れ
た
技

術
を
広
め
る
機
会
と
し
て
、
５
月

日
か
ら

日
ま
で
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ

Ａ
　
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
２
０
１
３

電
設

工
業
展

に
出
展
す
る
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
、
直
接
ユ
ー

ザ
ー
に
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

日
建
設
計

電力コスト大幅削減

監
理
部
門
シ
ニ
ア
　
　
　

エ
キ
ス
パ
ー
ト
技
師
長
　

吉
宮
　
弘
志
氏

　
多
く
の
顧
客
は
変
圧
器
に
対
し
、

イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
よ
り
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
軽
減
に
重
点
を
置
い
て

い
る
。
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
工
場
、
病

院
な
ど
電
力
使
用
量
が
多
い
建
物
の

オ
ー
ナ
ー
に
と
っ
て
、
変
圧
器
の
省

エ
ネ
効
果
は
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減
に

つ
な
が
る
か
ら
だ
。

　
使
用
電
力
量
が
抑
え
ら
れ
れ
ば
、

電
力
会
社
と
の
契
約
電
力
を
下
げ
る

こ
と
に
な
り
、
基
本
料
金
の
削
減
に

つ
な
が
る
。
ま
た
、
使
用
電
力
量
が

減
れ
ば
、
電
力
量
料
金
を
削
減
で
き

る
。
長
期
間
、
毎
月
支
払
う
項
目
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
効
果
は
大
き

い
。
第
一
次
判
断
基
準
の
と
き
も
、

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
に
よ
る
コ

ス
ト
削
減
の
効
果
は
目
に
見
え
て
分

か
っ
た
。

　
新
設
の
建
物
に
は
確
実
に
第
二
次

判
断
基
準
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧

器
２
０
１
４
が
導
入
さ
れ
、
必
然
的

に
省
エ
ネ
に
な
る
。
そ
の
導
入
拡
大

の
見
込
み
は
す
で
に
立
っ
て
い
る
。

日
本
配
電
制
御
シ
ス
テ
ム
工
業
会

更新メリットに理解を

技
術
部
第
一
部
長

木
賊
　
勝
信
氏

　
日
本
配
電
制
御
シ
ス
テ
ム
工
業
会

は
、
受
配
電
設
備
メ
ー
カ
ー
が
会
員

で
、
そ
の
顧
客
は
高
圧
需
要
家
が
ほ

と
ん
ど
を
占
め
る
。
負
荷
容
量
な
ど

顧
客
の
特
質
に
合
わ
せ
て
変
圧
器
を

選
択
し
、
最
適
な
省
エ
ネ
効
果
を
導

く
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　
今
後
は
多
く
の
施
設
で
導
入
し
て

い
る
旧
製
品
を
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変

圧
器
２
０
１
４
に
ど
う
替
え
る
か
が

ポ
イ
ン
ト
だ
。
「
ま
だ
使
え
る
か

ら
」
と
旧
製
品
を
使
う
顧
客
は
多

い
。
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
２
０

１
４
に
更
新
す
る
こ
と
で
省
エ
ネ
、

コ
ス
ト
削
減
が
実
現
で
き
る
と
い
う

総
合
的
な
認
識
を
、
も
っ
と
多
く
の

人
に
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
日
本
電
機
工
業
会
を
は
じ
め
と
し

た
業
界
全
体
で
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変

圧
器
２
０
１
４
に
更
新
す
る
意
味
を

広
め
、
顧
客
が
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ

ッ
ト
を
判
断
し
た
上
で
導
入
を
加
速

さ
せ
た
い
。
市
場
が
活
性
化
す
れ
ば

関
連
業
界
も
潤
い
、
多
く
の
企
業
に

と
っ
て
良
い
結
果
を
生
む
。

低
損
失
技
術
開
発
進
む
新
マ
ー
ク
で
普
及
促
進

日立産機システム
　
日
立
産
機
シ
ス
テ
ム
は
第
二
次
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
に
対
応
す
る
油

入
変
圧
器
お
よ
び
モ
ー
ル
ド
変
圧
器

「
新
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
シ
リ
ー
ズ
」
を
発

売
す
る
。
こ
れ
に
先

駆
け
、
同
社
は
新
基

準
を
ク
リ
ア
し
た
先

行
モ
デ
ル
「
Ｓ
ｕ
ｐ

ｅ
ｒ
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー

シ
リ
ー
ズ
」
を

昨
年

月
に
発
売
し

た
。

　
ま
た
、
変
圧
器
の

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
も
充

実
し
て
お
り
、
現
行

の
「
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
シ
リ
ー
ズ
」
を
は
る

か
に
上
回
る
省
エ
ネ
性
能
を
持
つ
ア

モ
ル
フ
ァ
ス
変
圧
器
「
Ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ

ア
モ
ル
フ
ァ
ス
Ｘ
シ
リ
ー

ズ
」
を
油
入
タ
イ
プ
３
シ

リ
ー
ズ
、
モ
ー
ル
ド
タ
イ

プ
２
シ
リ
ー
ズ
で
展
開
中

だ
。
こ
の
ア
モ
ル
フ
ァ
ス

変
圧
器
は
鉄
心
の
素
材
に

ア
モ
ル
フ
ァ
ス
金
属
を
採

用
。
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
対

応
型
の
ケ
イ
素
鋼
板
変
圧

器
に
比
べ
待
機
電
力
を
大

幅
に
削
減
し
、
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
基
準
値
に
比
べ
電

力
損
失
を
約
３
割
低
減
す

る
。

富士電機
　
富
士
電
機
は
第
二
次
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
基
準
の
適
合
品
と
し
て
、
電
気

料
金
と
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量

が
大
幅
に
削
減
で
き

る
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

変
圧
器
２
０
１
４
を

フ
ル
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

す
る
。

　
モ
ー
ル
ド
変
圧
器

は
鉄
心
へ
の
磁
区
制

御
材
の
採
用
な
ど
に

よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
効
率
を
高
め
、

省
エ
ネ
を
実
現
す

る
。
ま
た
、
巻
線
に

は
全
容
量
で
真
空
注

型
方
式
を
採
用
し
、
ボ
イ
ド
レ
ス
で

コ
ロ
ナ
特
性
に
優
れ
た
絶
縁
信
頼
性

の
高
い
製
品
だ
。
油

入
変
圧
器
は
鉄
心
に

磁
区
制
御
材
、
絶
縁

材
料
に
耐
熱
材
を
採

用
し
、
高
効
率
化
と

コ
ン
パ
ク
ト
化
を
実

現
し
て
い
る
。

　
工
場
や
ビ
ル
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

省
電
力
化
・
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
、
安
全
・

安
心
を
実
現
し
、
ユ

ー
ザ
ー
と
と
も
に
地

球
環
境
保
護
に
貢
献

す
る
。

第二次判断基準の
統一ロゴマーク

　
変
圧
器
は
産
業
用
機
器
で

最
初
に
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制

度
の
対
象
に
な
っ
た
。
変
圧

器
が
７
、
８
年
間
隔
で
モ
デ

ル
チ
ェ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
見

込
み
、

年
度
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
効
率
改
善
の
機
会
と

し
て
、
第
二
次
判
断
基
準
を

設
け
た
。

　
第
二
次
判
断
基
準
は
需
要

家
が
設
置
し
て
い
る
油
入
変

圧
器
と
モ
ー
ル
ド
変
圧
器
に

適
用
さ
れ
る
。
油
入
変
圧

器
、
モ
ー
ル
ド
変
圧
器
と
も

に

年
度
を
目
標
年
度
と
す

る
。

　
新
基
準
で
は
旧
製
品
よ
り

・
４
％
、
第
一
次
判
断
基

準
よ
り

・
５
％
の
改
善
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
。
目
標
年

度
後
の
平
均
出
荷
台
数
は
油

入
変
圧
器
が
年
間
約
６
万
６

０
０
０
台
、
モ
ー
ル
ド
変
圧

器
が
同
９
０
０
０
台
を
見
込

む
。
旧
製
品
の
稼
働
台
数
は

年
時
点
で
２
６
０
万
台
。

電
圧
変
換
の
過
程
で
負
荷
容

量
の
約
２
％
強
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
機
器
が
第
二
次
判

断
基
準
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

変
圧
器
２
０
１
４
に
切
り
替

わ
る
こ
と
で
、
大
き
な
省
エ

ネ
効
果
を
発
揮
す
る
。

　
変
圧
器
の
損
失
に
は
、
鉄

心
で
発
生
す
る
無
負
荷
損
と

巻
線
で
発
生
す
る
負
荷
損
が

あ
る
。
変
圧
器
の
性
能
を
高

め
る
た
め
、
変
圧
器
メ
ー
カ

ー
は
鉄
心
や
巻
線
の
改
良
に

取
り
組
む
。
こ
う
し
た
低
損

失
化
技
術
に
は
、
鉄
心
と
な

る
高
性
能
な
電
磁
鋼
板
が
必

要
で
、
十
分
な
供
給
力
を
持

つ
日
本
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
が

支
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
変
圧
器
メ
ー
カ
ー

は
小
型
化
、
冷
却
装
置
の
改

良
、
耐
震
性
能
の
向
上
な
ど

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
目

標
基
準
値
に
は
、
将
来
の
技

術
進
歩
を
見
通
し
た
効
率
改

善
分
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器

へ
の
切
り
替
え
に
は
初
期
投

資
は
か
か
る
が
、
将
来
的
に

考
え
れ
ば
省
エ
ネ
効
果
に
よ

る
コ
ス
ト
削
減
は
経
営
に
お

い
て
重
要
な
要
素
と
な
る
。

ユ
ー
ザ
ー
は
運
転
の
負
荷
率

の
変
動
を
考
慮
し
、
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
変
圧
器
２
０
１
４

を
選
択
す
る
こ
と
で
、
よ
り

効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

が
実
現
す
る
。
ユ
ー
ザ
ー
が

簡
単
に
性
能
を
比
較
で
き
る

よ
う
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効

率
、
基
準
負
荷
率
な
ど
の
記

載
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
第
一
次
判
断
基
準

の
変
圧
器
と
識
別
し
や
す
い

よ
う
に
統
一
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

用
意
す
る
な
ど
、
第
二
次
判

断
基
準
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

変
圧
器
２
０
１
４
の
普
及
に

向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

（ ） 【特別企画】 ２０１３年 平成２５年 ５月１３日 月曜日 　　


